
り
、
中
世
禅
宗
寺
院

「

直

参

」

越

前

善

応

寺

に

つ

い

て

同

若
越
郷
土
研
究

三
十
八
巻
二
号

28 

池

田

正

五
章
善
応
寺
に
関
わ
る
禅
僧

①
別
源
円
旨

善
応
寺
の
開
山
で
あ
る
別
源
の
出
自
か
ら
み
て
み

る
。
「
弘
祥
寺
由
気
書
L

に
よ
れ
ば

(
上
略
)

右
薬
師
如
来
ハ
、
関
山
別
源
和
尚
守
護
本
尊
、

春
日
之
作
ニ
シ
テ
霊
験
之
秘
仏
也
。
夫
別
源
和

尚
者
当
国
人
片
上
平
氏
、
父
ヲ
観
智
ト
云
イ
母

男

ヲ
妙
性
ト
号
ス
。
父
母
、
子
無
キ
事
ヲ
歎
キ
給

ヒ
、
此
薬
師
如
来
江
祈
誓
シ
給
フ
ニ
、
夢
想
あ

ら
た
か
に
明
珠
ヲ
口
江
給
フ
ト
見
テ
覚
テ
後
懐

妊
シ
、
則
禅
師
ヲ
誕
生
シ
給
フ
ニ
、
聡
明
霊
利

出
格
抜
群
ニ
シ
テ
、
七
歳
ニ
テ
童
行
ト
成
リ
、

二
十
七
歳
ニ
シ
テ
入
唐
シ
、
帰
朝
之
後
、
父
母

ノ
家
ヲ
寺
ト
ナ
シ
、
父
母
ノ
名
ヲ
取
テ
寺
ニ
名

付
、
妙
観
寺
ト
号
ス
ト
也
。
ム
カ
シ
ヨ
リ
此
如

来
ヲ
身
ヲ
放
タ
ス
所
持
シ
、
則
当
寺
ノ
本
尊
ト

成
シ
給
フ
。
(
中
略
)

文
政
十
三
庚
寅
年
四
月

足
羽
郡
寺
下
村
弘
祥
寺
印

と
あ
り
、
別
源
の
出
自
は
片
上
平
氏
で
あ
り
、
父

母
の
家
を
妙
観
寺
と
し
た
と
あ
る
。
こ
の
寺
の
所
在

地
は
片
上
(
鯖
江
市
)
と
な
ろ
う
。

『
越
前
人
物
志
』
は
別
源
の
出
自
を
「
足
羽
郡
片

上
村
平
氏
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
資
料
を
引
用
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
『
大
日
本
史
料
』
に
は
肥
後
の
合
志
家
系

図
を
載
せ
て
い
る
。

合
志
家
系
図
源
姓
佐
々
木
氏

時
長
次
郎
右
衛
門
法
名
道
念
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T
長
綱

ア
時
綱
佐
々
木
左
衛
門
尉
、

T
別
源
和
尚
誇
円
旨
、
於
越
前
出
家
、

一

住

久

米

害

時

勝

寺

、

「
了
快
阿
閤
梨
住
南
都
無
動
寺
、

ま
た
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
の
合
志
の
条
で
は
、

肥
後
国
志
に
「
佐
々
木
四
郎
左
衛
門
尉
長
綱
、

大
友
氏
の
裁
許
に
よ
り
当
国
に
下
向
し
、
合
志

半
国
の
地
頭
職
と
な
り
真
木
村
に
居
住
し
、
氏

を
合
志
と
号
す
。
」

と
あ
り
、
長
綱
は
延
暦
寺
の
寺
領
奉
行
を
足
掛
り
に

肥
後
へ
進
出
し
た
も
の
ら
し
い
。
ま
た
別
源
の
出
は
、

平
氏
と
源
氏
の
二
説
が
あ
り
、
こ
の
喰
い
違
い
は
当

時
か
ら
佐
々
木
氏
の
出
自
に
は
諸
説
が
あ
っ
た
こ
と

を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
別
源
の
出
自
に
つ
い
て
は
不
明
確

な
点
が
残
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

次
い
で
別
源
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。
別
源

の
渡
元
前
の
円
覚
寺
白
雲
庵
で
の
修
業
時
代
以
来
の

朋
友
で
あ
る
中
厳
円
月
が
撰
し
た
「
洞
春
庵
別
源
禅

師
定
光
塔
銘
」
に
よ
れ
ば

師
誇
円
旨
、
字
別
源
、
自
称
縦
性
、
越
州
平
氏

之
子
、
母
以
無
子
、
懇
藤
之
薬
師
仏
、
一
タ
夢

池
田

中
世
禅
宗
寺
院

越
前
善
応
寺
に
つ
い
て
同

呑
明
珠
、
乃
有
身
、
既
産
無
悩
、
寛
永
仁
二
年

歳
次
甲
午
冬
十
月
二
十
四
日
也
、
師
七
歳
、
随

父
詣
府
之
帆
山
寺
、
謄
礼
観
音
像
、
甚
喜
、
又

見
寺
僧
、
析
然
如
素
馴
従
者
、
帰
家
白
父
母
求

出
家
、
以
為
夙
縁
、
乃
臨
其
志
、
依
仏
種
寺
竹

庵
圭
和
尚
作
童
行
、
十
六
歳
、
薙
髪
登
具
、
一

日
圭
謂
師
云
、
観
伝
根
器
、
不
当
久
滞
村
院
、

我
聞
東
明
和
尚
、
近
従
元
朝
来
、
洞
上
宗
風
、

盛
行
関
東
、
官
一
往
礼
拝
、
師
受
教
趣
装
而
行
、

時
明
主
円
覚
、
一
見
許
入
室
、
執
侍
十
二
年
、

師
資
契
合
、
元
応
二
年
庚
申
、
師
二
十
七
歳
、

乗
商
舶
往
江
南
、
参
訪
諸
老
、
鳳
台
古
林
、
天

童
雲
外
、
(
中
略
)
南
遊
凡
十
有
一
年
、
元
朝
至

順
庚
午
回
郷
、
(
以
下
つ
づ
く
)

府
中
の
帆
山
寺
に
参
詣
し
、
そ
の
後
、
出
家
し
、

仏
種
寺
に
童
僧
と
し
て
入
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

因
み
に
現
在
、
仏
種
寺
は
南
条
郡
河
野
村
大
良
に
あ

り
、
由
緒
に
よ
れ
ば
天
文
三
年
に
真
言
宗
か
ら
法
華

宗
に
改
宗
し
た
と
さ
れ
る
が
、
別
源
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
、
曹
洞
宗
宏
知
日
派

の
東
明
慧
日
が
来
日
し
、
鎌
倉
の
円
覚
寺
の
住
持
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
へ
入
門
を
許
さ
れ
、
師
に
つ
い
て
十

二
年
間
修
業
し
た
後
、
元
応
二
年
二
十
七
オ
で
元
国

に
渡
り
修
業
し
、
元
徳
二
年
に
帰
国
し
た
。

円
覚
任
後
版
、
乗
梯
提
綱
、
制
細
素
驚
歎
、
無
幾
、

遷
居
建
長
前
板
、
暦
応
三
年
冬
十
月
四
日
、
東

明
臨
終
問
侍
僧
、
(
中
略
)
康
永
元
年
、
帰
越
足

羽
県
、
朝
倉
金
吾
、
開
弘
祥
寺
基
、
為
第
一
世
、

住
未
幾
、
赴
鎮
西
寿
勝
請
、
明
年
、
券
席
帰
弘

祥
、
亦
有
信
士
、
創
善
応
、
吉
祥
二
寺
、
請
師

為
関
山
、
文
和
三
年
、
東
陵
和
尚
住
南
禅
、
招

師
分
座
、
駿
州
清
見
無
、
玉
、
請
師
、
固
辞
不
就
、

延
文
二
年
、
幕
府
有
帖
、
匡
京
之
真
如
、
明
年

秋
、
以
脚
疾
退
帰
越
、
貞
治
三
年
六
月
、
建
仁

公
命
至
、
以
疾
拒
之
、
越
之
太
守
、
損
綴
令
就
、

又
佐
々
木
判
官
、
為
禅
律
二
教
総
管
、
馳
書
縦

史
、
迫
不
獲
巳
、
承
公
命
、
力
疾
匡
徒
、
不
倦

槌
梯
、
秋
九
月
、
重
陽
上
堂
、
顧
左
右
、
作
偽

日
、
(
中
略
)
冬
十
月
朔
、
征
夷
大
将
軍
、
遣
使

間
病
次
、
降
官
符
、
陸
弘
祥
寺
、
位
列
諸
山
、

以
貴
師
行
道
之
蹟
也
、
八
日
、
就
建
仁
東
辺
、

築
塔
基
、
構
庵
字
、
名
洞
春
、
晩
関
昇
到
塔
所
、

(
中
略
)
臓
五
十
四
、
寿
七
十
一
、

そ
し
て
別
源
は
帰
国
後
に
は
鎌
倉
の
円
覚
寺
、
建

長
寺
の
首
座
に
任
じ
ら
れ
た
。
ま
た
師
に
当
た
る
東

明
慧
日
の
臨
終
に
当
た
り
末
期
の
問
答
を
遂
げ
た
。
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康
永
一
元
年
に
越
前
に
帰
り
弘
祥
寺
(
福
井
市
金
屋

町
)
を
輿
し
、
次
い
で
鎮
西
寿
勝
寺
に
赴
き
、
翌
年

に
は
越
前
に
戻
り
善
応
寺
、
吉
祥
寺
を
創
立
し
た
。

善
応
寺
と
吉
祥
寺
に
つ
い
て
は
八
章
の
「
善
応
寺

の
所
在
地
と
吉
祥
寺
に
つ
い
て
」
で
考
察
を
し
て
み

た
い
。文
和
三
年
に
東
明
の
法
嗣
で
元
国
か
ら
来
日
し

た
東
陵
永
奥
が
南
禅
寺
に
住
し
た
時
、
招
か
れ
て
東

陵
を
助
け
た
。
別
源
が
東
陵
に
招
か
れ
た
折
、
越
前

善
応
寺
の
可
休
亭
で
詠
ん
だ
詩
が
著
名
で
あ
る
。
こ

の
詩
に
つ
い
て
は
六
章
の
「
善
応
寺
と
文
芸
活
動
」

で
取
り
上
げ
る
。

別
源
は
在
元
中
に
大
い
に
語
学
力
を
付
け
た
も
の

と
み
ら
れ
、
別
源
の
在
元
中
の
詩
文
集
で
あ
る
南
遊

集
の
後
題
に
は
、
新
羅
人
と
間
違
わ
れ
る
程
、
中
国

語
が
達
者
で
あ
っ
た
と
ほ
め
た
た
え
ら
れ
た
と
書
か

れ
て
い
る
。
元
国
で
知
己
を
得
て
い
た
と
は
一
一
言
え
、

語
学
力
が
買
わ
れ
た
こ
と
も
招
か
れ
た
理
由
の
一
つ

で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

延
文
二
年
に
山
城
の
十
利
真
如
寺
に
入
寺
し
た

が
、
脚
疾
に
よ
り
越
前
に
帰
る
。
貞
治
三
年
六
月
に

五
山
の
建
仁
寺
の
公
帖
を
受
け
、
一
旦
は
病
を
理
由

に
固
辞
し
た
が
、
越
前
守
護
の
斯
波
氏
や
幕
府
禅
律

方
の
佐
々
木
氏
の
た
っ
て
の
勧
め
に
よ
り
、
九
月
に
新
豊
庵
玉
岡
禾
上
、

上
京
し
建
仁
寺
に
入
寺
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
別
源
(
中
略
)

の
出
自
が
佐
々
木
氏
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
向
族
の
よ
六
十
一
、
玉
岡
和
上
、
詳
如
金
、
嗣
別
源
、
搭

し
み
で
断
わ
り
き
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
子
新
豊
庵
、
越
前
人
、
応
永
九
年
壬
午
八
月
二

こ
こ
で
浅
学
の
筆
者
は
「
越
之
太
守
」
を
当
時
の
十
六
日
寂
、
頒
目
、
七
十
一
年
、
討
甚
腰
椀
、

越
前
国
守
護
で
あ
る
斯
波
氏
と
理
解
し
た
が
、
『
五
山
古
渡
月
明
、
青
天
雲
散
。

禅
僧
伝
記
鳥
成
』
の
別
源
の
項
で
は
「
檀
那
朝
倉
氏
」
霊
亀
山
天
竜
資
聖
禅
寺

と

し

て

い

る

。

付

記

し

て

お

く

。

(

中

略

)

そ
の
後
、
幾
ば
く
も
な
く
病
を
得
、
足
利
義
詮
は
二
十
八
、
玉
商
禾
上
、
詳
如
金
、
嗣
別
源
、
越

十
月
一
日
に
使
い
を
遣
わ
し
て
慰
問
す
る
と
共
に
、
前
州
人
、
応
永
九
年
壬
午
八
月
二
十
六
日
寂
、

弘
祥
寺
に
諸
山
位
を
与
え
た
。
八
日
、
建
仁
寺
の
東
寿
七
十
一
、
塔
日
新
豊
、
建
仁
六
十
一
世
。

辺
に
塔
を
築
き
洞
春
庵
を
構
え
た
の
を
見
届
け
、
当
と
あ
る
。
玉
岡
は
別
源
に
法
を
嗣
ぎ
、
建
仁
寺
に
新

夜
に
建
仁
寺
で
示
寂
し
た
。
寿
齢
七
十
一
歳
で
あ
っ
豊
庵
を
興
し
、
別
源
の
興
し
た
洞
春
庵
、
月
蓬
の
輿

た
。
ち
な
み
に
別
源
の
自
賛
頂
相
の
幅
が
弘
祥
寺
の
し
た
雲
龍
庵
と
共
に
宏
智
派
の
京
都
の
活
動
拠
点
、
と

寺
宝
を
受
け
継
い
で
い
る
大
安
寺
に
残
さ
れ
て
吋
る
。
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
建
仁
寺
の
六
十
一
世
の
住
持

②

玉

岡

如

金

と

な

り

、

ま

た

天

竜

寺

の

二

十

八

世

の

住

持

と

な

る

。

次
い
で
善
応
寺
の
中
興
で
あ
る
玉
岡
を
取
り
上
げ
『
月
舟
和
尚
語
録
』
の
「
東
山
八
住
語
録
」
に
は

て

み

る

。

『

扶

桑

五

山

記

』

に

よ

れ

ば

前

住

当

山

大

成

入

祖

堂

山

城

州

東

山

建

仁

禅

寺

(

上

略

)

(

上

略

)

超

越

嚢

時

四

十

五

歳

、

値

善

応

中

興

開

基

玉

岡

曹

洞

派

和

尚

一

百

年

忌

辰

、

一

衆

膏

議

、

開

諸

相

府

、

洞

春

庵

別

源

禾

上

、

塔

日

定

光

、

挙

師

出

世

、

(

下

略

)

雲

龍

庵

月

蓬

禾

上

、

「

月

舟

和

尚

住

越

前

州

瑞

聖

山

善

応

禅

寺

語

録

」

に
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翌
日
中
興
開
基
清
華
祖
塔
香
語
と
あ
り
、
佐
一
源
知
ま
聞
の
初
出
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら

重
陽
後
一
日
、
善
応
新
住
持
寿
桂
、
謹
率
閏
衆
、
日
録
は
こ
れ
以
前
の
二
十
ヶ
年
の
記
録
を
欠
い
て
お

至
中
興
開
基
清
華
塔
下
、
賦
焼
香
傷
、
以
供
定
り
、
こ
の
時
点
よ
り
遡
つ
て
は
た
ど
れ
な
い
。
当
記

中

一

笑

云

。

述

に

よ

れ

ば

竺

源

は

当

時

、

十

利

真

如

寺

の

住

持

を

清
華
は
玉
岡
の
塔
名
で
あ
る
。
よ
っ
て
善
応
寺
に
務
め
て
い
た
。
そ
し
て
蔭
涼
軒
主
で
あ
る
亀
泉
集
証

は
別
源
の
関
山
塔
の
他
に
、
玉
岡
の
中
興
開
基
塔
も
と
は
親
密
な
関
係
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
当
日
は
亀
泉

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
玉
岡
は
善
応
寺
の
中
興
の
祖
の
蔭
涼
職
着
任
の
翌
日
に
あ
た
り
、
宴
に
招
か
れ
て

で
あ
り
、
善
応
寺
を
準
甲
剥
(
準
諸
山
)
に
し
た
。
い
る
。
こ
れ
以
降
、
亀
泉
の
示
寂
ま
で
の
十
一
年
間

ま
た
「
重
続
日
域
洞
上
諸
也
伝
L

に

に

渡

り

、

目

録

に

約

六

十

箇

所

に

竺

源

あ

る

い

は

善

天

竜

寺

玉

岡

金

禅

師

伝

応

老

人

と

し

て

頻

出

す

る

。

師
詳
如
金
、
号
玉
岡
、
越
前
望
族
也
、
(
中
略
)
ま
た
竺
源
の
行
動
範
囲
は
広
く
、
亀
泉
と
の
パ
イ

師
以
応
永
九
年
八
月
二
十
六
日
寂
子
善
応
寝
室
、
プ
を
活
用
し
た
も
の
か
、
禅
僧
の
任
官
に
も
多
く
携

辞
世
偽
目
、
七
十
一
年
、
討
甚
腰
椀
、
古
渡
月
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
善
応
寺
の
諸
山
位
獲
得

明
、
青
天
雲
散
、
塔
在
東
山
、
日
新
豊
、
嗣
其
も
、
こ
う
し
た
人
脈
に
よ
り
成
功
さ
せ
た
も
の
と
み

法

者

、

従

中

設

悦

堂

口

也

。

ら

れ

る

。

と
あ
り
、
そ
し
て
応
永
九
年
に
善
応
寺
で
示
寂
し
次
に
、
佐
一
源
の
足
跡
を
た
ど
る
た
め
に
『
蔭
涼
軒

た

。

寿

齢

七

十

一

歳

で

あ

っ

た

。

目

録

』

か

ら

竺

源

自

身

の

僧

位

や

、

居

所

に

関

す

る

③

佐

一

源

知

育

も

の

な

ど

を

抜

き

書

き

し

て

み

る

。

善
応
寺
の
諸
山
位
の
獲
得
で
活
躍
し
た
竺
源
を
取
文
明
日
・

ω
・
凹
真
如
寺
住
持
奇
竺
源

り

上

げ

る

。

『

蔭

涼

軒

目

録

』

に

は

(

竺

源

の

初

出

)

文

明

十

六

年

八

月

十

九

日

開

-m
善
応
老
人
(
善
応
老
人
の
初
出
)

午
後
、
真
如
寺
住
持
喬
竺
源
来
、
於
東
向
寮
有

H
・
凹
洞
春
院
知
育
西
堂

官
官
。
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池
田

中
世
禅
宗
寺
院

日
・
凶
・
凶
洞
春
院
竺
源
西
堂

m
M

・
M
-
口
善
応
寺
住
持
竺
源
西
堂

長
官
子
山

-m
・
旧
建
仁
寺
内
智
衣
問
西
堂

(
掛
絡
を
贈
ら
れ
た
記
事
で
あ
り
、

建
仁
寺
で
の
所
在
を
意
味
し
な
い
)

似

-m
佐
一
源
西
堂
自
善
応
寺
入
洛

ロ
-m
洞
春
院
主
竺
源
西
堂

η
J

ヮ“

1ム

ハH
V

ハH
V

-

1

-ム

n

，a
n

h

u

 

n
H
v
.

司
1
ム

正
一
u

1

0
・
4

芯
仙
六
み
れ
い
ハ
H

V

1

1

4

内
ノ

μ

03 02 

02 12 

06 02 

q

、υ

ハH
v

p

n

v

n
H
U
A
-
-
tム

4

・
η
J
U

月
5

1

0

4

同
州
ノ

d
h
m
A
H
u
-
-
tム

.
A
H
U

つれM
o

q

J

o

に
U

A

H

U

A

H

U

噌

E
4

A叫
4

巧

t

A

H

U

1

，A 

ワ
d

n

b

n
H
u
e

噌
I
A

越
前
善
応
寺
に
つ
い
て
同

洞
春
竺
源
西
堂

洞
春
庵
竺
源
西
堂
自
伊
州
帰
洛

洞
春
院
佐
一
源
西
堂
、
就
善
応
寺

諸
山
事
、
為
鹿
苑
一
覧
渡
之

智
衣
岡
西
堂
建
仁
寺
公
帖

洞
春
院
竺
源
和
尚

洞
春
院
々
主
奇
竺
源
和
尚
当
院

住
持
来
一
二
月
期
満
、
含
蔵
寺

以
順
番
老
僧
当
住
持
也

洞
春
院
佐
語
和
尚
自
越
前
上
洛

竺
源
和
尚
建
仁
入
寺
(
再
住
)

建
仁
当
住
竺
源
和
尚
誇
知
育

建
仁
寺
竺
源
東
堂
今
夏
住
持
無

為
退
院
(
佐
一
源
の
最
終
出
)
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善
応
老
人
(
議
旦
応
老
人
の
最
終
延
徳
元
年
に
は
洞
春
庵
に
あ
っ
て
、
善
応
寺
の
諸

出

)

山

位

獲

得

に

成

功

し

て

い

る

。

洞
春
庵
竺
源
和
尚
請
南
禅
公
帖
延
徳
二
年
十
二
月
に
五
山
建
仁
寺
の
公
帖
を
得
て

(

鹿

苑

日

録

)

お

り

、

そ

の

後

は

竺

源

和

尚

と

記

さ

れ

て

い

る

。

後

竺

源

の

足

跡

を

整

理

し

て

み

る

。

で

建

仁

寺

の

入

院

に

つ

い

て

考

察

す

る

が

、

こ

の

時

育

、

三

住

、

臨

塑

特

B
字
削
此

竺

源

が

真

如

寺

へ

入

寺

し

た

頃

、

既

に

善

応

老

人

は

入

院

は

遂

げ

な

か

っ

た

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

二

月

、

不

入

院

、

と

記

さ

れ

て

お

り

、

竺

源

は

善

応

寺

の

出

身

で

、

善

延

徳

三

年

十

月

に

は

洞

春

庵

の

院

主

が

満

期

と

な

別

源

派

応
寺
の
実
力
者
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
在
京
っ
て
、
含
蔵
寺
の
住
持
に
就
こ
う
と
し
た
が
果
た
せ
と
あ
り
建
仁
寺
に
三
住
し
て
い
る
。
し
か
し
建
仁
寺

中
は
洞
春
庵
を
居
所
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
後
一
年
間
は
目
録
に
登
場
の
三
住
目
に
つ
い
て
は
目
録
か
ら
は
解
明
で
き
な
い
。

因
み
に
通
例
で
は
諸
山
の
公
帖
を
得
て
法
語
、
即
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
明
応
元
年
十
月
に
洞
春
竺
源
鹿
苑
目
録
の
明
応
八
年
六
月
に
は
南
禅
寺
の
公
帖

ち
知
育
西
堂
を
名
乗
り
、
十
刻
の
公
帖
を
得
て
道
号
、
和
尚
自
越
前
上
洛
と
あ
る
か
ら
、
ど
う
や
ら
越
前
に
を
望
ん
で
い
る
記
述
が
み
ら
れ
る
が
、
公
帖
を
得
た

即
ち
竺
源
西
堂
を
名
乗
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
十
利
戻
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
越
前
の
何
処
に
居
住
し
て
の
か
、
入
院
を
遂
げ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま

真
如
寺
の
公
帖
を
得
た
時
点
か
ら
竺
源
西
堂
と
名
乗
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
こ
の
時
に
も
洞
春
庵
に
住
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

る
訳
だ
が
、
目
録
で
は
こ
の
使
い
分
け
が
暖
昧
に
な
明
応
二
年
三
月
十
六
日
に
建
仁
寺
へ
の
再
住
の
公
そ
の
後
に
つ
い
て
は
「
幻
雲
詩
稿
払
フ
」
に
「
寓

っ

て

い

る

。

帖

を

得

て

お

り

、

同

年

七

月

に

初

め

て

竺

源

東

堂

と

含

蔵

寺

竺

源

老

人

前

」

が

あ

る

と

こ

ろ

を

み

れ

ば

、

そ
の
後
、
文
明
十
九
年
頃
に
は
善
応
寺
の
住
持
を
の
記
述
が
あ
る
。
再
住
の
公
帖
を
得
て
か
ら
入
院
す
か
ね
て
望
ん
で
い
た
含
蔵
寺
に
住
し
た
よ
う
で
あ
る

務
め
て
お
り
、
長
享
二
年
四
月
に
上
洛
し
て
い
る
。
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
時
、
晴
が
、
終
罵
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。

日
録
の
出
現
記
事
か
ら
み
て
、
こ
の
折
の
善
応
寺
で
れ
て
建
仁
寺
へ
の
入
院
を
遂
げ
、
黄
衣
を
着
け
、
東
ち
な
み
に
『
福
井
市
史
資
料
編
2
』
で
は
「
大

の
居
住
期
間
は
二
年
弱
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
堂
(
前
住
が
入
る
室
の
意
)
位
へ
昇
っ
た
も
の
と
考
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
を
取
り
上
げ
、
含
蔵
寺
の
所
在

同
年
十
二
月
に
は
洞
春
院
々
、
王
の
初
出
で
あ
り
、
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
今
夏
住
持
無
為
退
院
」
と
あ
り
、
地
に
つ
い
て
一
乗
谷
近
く
の
安
波
賀
(
福
井
市
)
と

上
京
後
は
洞
春
院
々
主
を
務
め
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
再
住
を
無
事
勤
め
土
げ
て
い
る
。
み
ら
れ
る
資
料
を
挙
げ
て
い
る
。
所
在
場
所
は
不
明

そ
の
後
、
長
享
三
年
七
月
に
は
伊
予
か
ら
帰
洛
し
そ
し
て
七
月
を
最
後
と
し
て
記
述
が
み
ら
れ
な
く
で
払
伊
。

て
お
り
、
五
ヶ
月
間
程
京
を
離
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
な
る
。
『
蔭
涼
軒
目
録
』
の
記
述
者
で
あ
る
亀
泉
は
体
④
春
岳
契
東

。ハ
v
'
p
n
v

・n叫
U

A
H
V
4
・
ハ
H
v
a
A
H
V

月
J

・
円
，
.

0
り

.
9
u

調
を
く
ず
し
て
い
た
よ
う
で
、
九
月
二
十
三
日
が
摺

筆
と
な
っ
て
い
る
。
(
亀
泉
の
示
寂
は
二
十
七
日
)

建
仁
寺
へ
の
入
寺
に
関
し
て
『
扶
桑
五
山
記
』
の

建
仁
寺
の
条
に
よ
れ
ば

二
百
三
十
三
世
、
竺
源
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『
蔭
涼
軒
目
録
』
に
は

延
徳
二
年
間
八
月
二
日

契
東
首
座
{
子
雲
岳
、
越
前
国
善
応
寺
入
寺
公
帖

望
之
、
善
応
寺
者
去
年
始
列
甲
剃
位
、
入
寺
始

也
、
謝
語
写
之
置
之
。

と
あ
り
、
雲
岳
は
春
岳
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に

同
九
日

自
院
新
住
持
書
立
有
之
、
書
立
云
。
(
中
略
)

越
前
国
善
応
寺
入
寺
契
東
首
座
。
越
前
回
目
円

寺
入
寺
徳
巴
首
座
。
(
中
略
)

延
徳
二
年
間
八
月
九
日

景

文

判

鹿
苑
院
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同
二
十
八
日

契
東
首
座
越
前
善
応
寺
入
寺
公
帖
、
彼
代
渡
之
、

持
以
一
織
。

と
あ
り
、
善
応
寺
の
公
帖
を
得
た
。
「
幻
雲
稿
」
に

春
岳
東
首
座
住
越
之
前
州
善
応
山
門
有
序

越
州
路
瑞
聖
山
善
応
禅
寺

(
中
略
)

遂
挙
建
仁
第
一
座
春
昔
東
公
禅
師
住
持
本
寺
、

間
衆
歓
呼
目
、
禅
師
産
吾
郷
、
而
主
子
吾
山
、

(
下
略
)

と
あ
り
、
春
岳
は
善
応
寺
の
近
在
で
生
ま
れ
、
当
寺

池
田

中
世
禅
宗
寺
院

越
前
蓋
口
応
寺
に
つ
い
て
同 の

出
身
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
善
応
寺
の

首
座
と
な
り
、
後
に
建
仁
寺
の
第
一
座
に
な
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
『
蔭
涼
軒
目
録
』
に
は

明
応
二
年
四
月
十
六
日

自
大
昌
院
吹
嘘
状
来
、
蓋
契
東
西
堂
越
前
回
弘

祥
寺
入
院
公
帖
事
、
可
預
登
用
、
及
今
月
三
十

三
ヶ
月
也
、
一
両
月
之
事
者
可
預
御
意
得
。

と
あ
り
、
十
剰
と
な
っ
て
い
た
弘
祥
寺
へ
の
公
帖
を

約
三
年
間
待
た
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
「
幻

雲
文
集
し
に
は
春
岳
和
尚
山
円
像

(
上
略
)
応
機
則
唱
拍
相
随
、
陸
瑞
聖
初
歯
諸

山
、
栄
中
釣
選
、
入
大
冶
以
閥
丈
室
、
整
頓
叢

規
、
(
中
略
)
洞
春
新
豊
両
祖
的
奇
、
前
住
善
応

後
住
弘
祥
春
岳
禅
師
也
。

と
あ
り
、
弘
祥
寺
へ
の
入
寺
を
果
た
し
た
。
し
か
し

春
岳
の
終
駕
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。

⑤
東
林
如
春

「
月
舟
和
尚
住
越
前
州
瑞
聖
山
善
応
禅
寺
語
録
」

弓
」
や
み

前
住
当
山
後
住
建
長
束
林
和
尚
入
祖
堂

(
上
略
)

師
越
州
人
也
、
尚
々
不
言
、
研
精
芸
苑
、
学
松

雪
書
、
哨
哨
逼
真
、
壮
年
居
洛
東
山
、
以
任
書

記
、
中
年
従
国
信
使
九
淵
師
、
観
光
中
華
、
御

史
張
楢
作
詩
唱
和
、
触
書
之
名
、
振
子
中
朝
、

天
使
降
詔
、
書
鴻
臆
卿
寺
之
額
、
師
批
頼
而
退
、

詔
命
不
允
、
輝
毒
応
之
、
観
者
絶
倒
、
頗
被
聖

春
、
(
中
略
)

晩
年
還
此
山
、
開
軒
号
如
意
、
実
菟
装
地
也
。

延
徳
三
年
辛
亥
、
二
月
二
十
五
日
、
書
遺
傷
而

化
、
(
下
略
)

と
あ
る
。
東
林
は
越
前
に
住
し
て
い
た
が
、
壮
年
に

な
っ
て
か
ら
建
仁
寺
の
書
記
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

明
国
に
渡
り
書
法
に
秀
で
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、

鴻
艦
卿
寺
の
寺
額
を
揮
老
し
、
能
書
家
と
し
て
名
を

上
げ
た
。
帰
国
の
後
も
建
仁
寺
に
住
し
、
弘
祥
寺
の

住
持
に
も
な
っ
た
。

玉
村
竹
二
氏
は
『
五
山
禅
僧
伝
記
九
成
』
東
林
如

春
の
項
で
「
晩
年
は
建
仁
寺
に
あ
り
、
洞
春
庵
内
に

如
意
軒
を
構
え
て
閑
棲
し
た
」
と
あ
る
。
確
か
に
『
蔭

涼
軒
目
録
』
の
十
月
十
九
日
の
条
に
は

遣
契
庵
主
於
洞
春
院
、
々
々
末
寺
越
前
善
応
寺

甲
利
之
事
、
賜
一
行
、
鹿
苑
可
相
議
定
、
云
々
。

又
東
林
和
尚
南
禅
寺
公
帖
事
、
可
被
相
尋
事
、

両
候
督
之
、
返
答
丁
寧
。
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と
あ
り
、
延
徳
元
年
の
頃
は
洞
春
庵
に
あ
り
、
善
応
臨
済
宗
幻
住
派
で
は
あ
る
が
、
月
舟
の
師
が
曹
洞
の

寺
の
諸
山
位
獲
得
の
運
動
に
も
参
画
し
て
い
た
と
考
宗
旨
を
も
学
ん
だ
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
月
舟
も

え
ら
れ
る
。
し
か
し
筆
者
は
「
前
住
当
山
後
住
建
長
宏
智
派
の
人
達
と
混
じ
っ
て
行
動
し
た
の
が
縁
で
、

東
林
和
尚
入
祖
堂
」
が
「
月
舟
和
尚
住
越
前
州
瑞
聖
朝
倉
氏
は
月
舟
を
同
系
と
し
て
扱
っ
た
の
で
あ
る
。

山
善
応
禅
寺
語
録
し
の
中
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
山
『
月
舟
和
尚
語
録
』
の
「
月
舟
和
尚
住
越
前
州
安

及
び
此
山
と
は
善
応
寺
を
指
す
と
考
え
る
。
さ
ら
に
居
太
冶
山
弘
祥
禅
寺
記
叫
録
」
に
は

(
正
)
1
5
0
9

晩
年
に
此
山
に
還
る
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
師
於
永
田
昌
六
年
六
月
十
八
日
、
在
越
之
前
州
一

と
き
ゅ
う

文
中
の
菟
菜
と
は
草
衣
の
原
料
の
葛
の
こ
と
で
あ
る
乗
宝
応
寺
受
太
守
請
、
二
十
三
日
入
寺
、

が
、
隠
居
の
地
の
意
と
も
な
る
こ
と
な
ど
を
推
し
量
と
あ
り
、
朝
倉
貞
景
の
要
請
で
永
正
六
年
六
月
に
弘

り
、
東
林
は
善
応
寺
に
如
意
軒
を
開
い
た
と
考
え
る
。
祥
寺
に
入
寺
し
た
。
ま
た
『
扶
桑
五
山
記
』
の
建
仁

そ
し
て
延
徳
三
年
二
月
一
一
十
五
日
に
善
応
寺
で
一
示
寺
の
条
に
よ
れ
ば

寂
し
た
と
し
た
い
。
ま
た
晩
年
此
山
に
還
る
と
あ
る
二
百
四
十
六
世
、
月
舟
寿
桂
、
二
十
五
住
吉
際

こ

と

か

ら

、

あ

る

い

は

建

仁

寺

に

上

る

前

は

善

応

寺

七

年

三

月

五

日

、

に

住

し

て

い

た

と

考

え

ら

れ

る

。

と

あ

り

、

永

正

七

年

に

建

仁

寺

に

入

寺

し

二

十

五

住

話
は
前
後
す
る
が
、
善
応
寺
の
諸
山
位
獲
得
運
動
し
た
。
こ
の
間
、
十
二
住
の
後
、
越
前
に
下
っ
た
模

時
に
東
林
は
南
禅
寺
へ
の
公
帖
を
得
よ
う
と
し
て
い
様
で
あ
り
、
善
応
寺
へ
の
入
寺
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ

る
が
、
こ
れ
は
果
た
せ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
る
。
即
ち
、
「
幻
雲
稿
L

に
よ
る
と

法
嗣
は
善
応
寺
と
の
関
わ
り
が
深
い
騒
雪
鷹
濁
と
仙
雲
巣
住
弘
祥
同
門
、
以
下
天
文
元
年
、

長

松

乗

彰

で

あ

る

。

縞

以

、

永

正

六

年

六

月

二

十

三

日

、

予

応

越

之

⑥

月

舟

寿

桂

太

守

天

沢

居

士

命

、

機

吊

大

冶

山

弘

祥

禅

寺

、

こ
の
章
で
は
曹
洞
宗
宏
智
派
の
善
応
寺
と
関
わ
り
蓋
挙
先
例
也
。
十
五
年
重
陽
、
今
太
守
又
降
命

が
あ
る
僧
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
月
舟
を
除
い
て
は
住
善
応
寺
。
(
下
略
)

同
派
に
属
す
る
僧
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
月
舟
は
と
あ
る
。
ま
た
「
月
舟
和
尚
住
越
前
州
瑞
聖
山
善
応

禅
寺
語
録
」
の
「
前
住
善
応
大
成
和
尚
入
祖
堂
法
語
」

と
「
前
住
当
山
後
住
建
長
束
林
和
尚
入
祖
堂
」
に
も

永
正
十
五
年
九
月
の
記
述
が
あ
り
、
ま
た
重
陽
入
寺

と
も
あ
り
、
月
舟
の
善
応
寺
入
寺
は
永
正
十
五
年
の

重
陽
の
仇
句
、
つ
ま
り
九
月
九
日
で
あ
り
、
退
院
九

月
二
十
四
日
と
あ
り
、
同
年
同
月
の
退
院
と
み
ら
れ

る
。
よ
っ
て
善
応
寺
の
滞
在
は
わ
ず
か
半
月
足
ら
ず

の
期
間
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
法
嗣
に
は
朝
倉
氏

家
臣
魚
住
氏
の
養
子
で
あ
る
継
天
寿
識
が
川
る
。

⑦

大

成

集

『
蔭
涼
軒
目
録
』
の
延
徳
二
年
十
月
十
九
日
の
条

令
」
十
」
。

自
越
前
善
応
寺
新
住
持
有
状
、
副
以
一
縦
、
集

首
座
来
。

と
あ
り
、
普
応
寺
新
住
持
と
は
、
こ
の
頃
、
当
寺
の

公
帖
を
得
た
春
岳
の
こ
と
と
思
わ
れ
、
大
成
集
は
洞

春
庵
に
住
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
月
舟
和
尚
住
越
前
州
瑞
聖
山
善
応
禅
寺
語
録
」
に

前
住
善
応
大
成
和
尚
入
祖
堂
法
語

(
上
略
)

差
前
住
当
山
二
十
二
代
大
成
和
尚
大
禅
師
、

(
下
略
)

と
あ
り
、
大
成
は
次
々
資
料
に
も
あ
る
よ
う
に
善
応
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寺
中
興
開
基
玉
同
和
尚
一
百
年
忌
に
あ
た
る
文
亀

元
年
に
善
応
寺
の
第
二
十
二
代
住
持
と
な
っ
た
こ
と

が
判
る
。
さ
ら
に
『
扶
桑
五
山
記
』
の
建
仁
寺
の
条

に
よ
れ
ば
二
百
四
十
九
世
、
大
成
、
集
、
曹
洞
、
三
住
、

同
九
年
八
月
十
八
、

(
永
正
)
十
年
九
月
二
十
三
一
、

と
あ
り
、
月
舟
の
建
仁
寺
在
住
の
期
間
と
重
な
っ
て

お
り
、
同
時
期
に
活
躍
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま

た
『
月
舟
和
尚
語
録
』
の
「
東
山
八
住
語
録
」
に

前
住
当
山
大
成
和
尚
入
祖
堂

(
上
略
)

夫
禅
師
越
州
府
人
也
、
自
幼
居
州
之
善
応
精
舎
、

天
資
俊
発
、
威
謂
池
中
物
、
二
十
五
歳
、
入
洛

隷
名
子
吾
東
山
、
以
司
蔵
鎗
、
朝
磨
タ
橋
、
従

師
学
道
、
(
中
略
)

超
越
桑
時
四
十
五
歳
、
値
善
応
中
興
開
基
玉
岡

文
亀
辛
酉
年

和
尚
一
百
年
忌
辰
、
一
衆
膏
議
、
聞
諸
相
府
、

挙
師
出
世
、
(
中
略
)

八
月
二
十
一
日
、
親
書
遺
偽
云
、
(
下
略
)

と
あ
り
、
府
中
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
幼
き
時
か
ら
善

応
寺
で
修
業
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
「
建
仁
寺

池
田

中
世
禅
宗
寺
院

越
前
益
口
応
寺
に
つ
い
て
同 住

持
位
次
簿
し
に
は

二
百
三
十
九
世
大
成
和
尚
、
名
集
、
嗣
文
渓
オ
、

永
正
九
年
壬
申
八
月
十
八
日
入
寺
、
同
十
二
年

乙
亥
八
月
二
十
一
日
、
寂
越
前
茎
口
応
寺
。

と
あ
り
、
永
正
十
二
年
八
月
二
十
一
日
に
善
応
寺
で

示
寂
し
た
。

⑧
廉
甫
如
泉

「
幻
雲
稿
L

に
は

廉
甫
泉
公
座
元
住
越
州
善
応
山
門

(
以
下
略
)

と
あ
り
、
廉
甫
は
善
応
寺
に
住
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
『
扶
桑
五
山
記
』
の
建
仁
寺
の
条
で
は

(
永
正
す
一
年
)

二
百
五
十
六
世
、
廉
甫
泉
、
曹
洞
、
同
年
、

と
あ
り
、
永
正
十
一
年
に
建
仁
寺
の
住
持
と
な
っ
て

いヲ令。

⑨
櫨
雪
鷹
漏

櫨
雪
は
東
林
の
法
嗣
で
あ
る
が
、
「
月
舟
和
尚
住
越

前
州
瑞
聖
山
善
応
禅
寺
語
録
」
に
よ
れ
ば
、
月
舟
の

善
応
寺
の
入
寺
に
際
し
、
腕
組
雪
は
山
門
疎
を
撰
し
、

侍
香
を
拍
じ
て
い
る
。

さ
ら
に
『
鹿
苑
目
録
』
に
は

天
文
五
年
六
月
六
日

鷹
漏
西
堂
建
仁
可
入
院
志
在
之
、
自
越
上
之
。

同
十
四
日

(
雪
カ
)

騒
庵
鷹
溺
西
堂
建
仁
之
公
文
礼
百
疋
来
、
侍
衣

報
之
、
官
資
十
五
縮
、
公
府
江
納
之
、
向
後
者

五
山
者
弐
十
縮
、
甲
利
五
繕
相
定
云
々
。

と
あ
り
、
騒
雪
は
建
仁
寺
へ
の
公
帖
を
得
ょ
う
と
鹿

苑
院
に
運
動
し
、
官
資
と
し
て
十
五
絹
を
、
礼
と
し

て
百
疋
を
納
め
、
建
仁
寺
へ
の
入
寺
を
果
た
し
た
。

ま
た
『
扶
桑
五
山
記
』
の
建
仁
寺
の
条
に
よ
れ
ば
、

二
百
七
十
九
世
、
櫨
雪
鷹
瀬
、
八
住
、
眠
時
事

沢
、
江
湖
佳
為
、

道
奮
継
天
、
諸

山
茂
彦
、

と
あ
る
。
こ
の
時
の
『
櫨
雪
和
尚
建
仁
寺
入
寺
法
動
向
』

が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
櫨
雪
は
詩
作
も
長
け
て
お

り
『
五
山
文
学
新
集
』
に
は
「
櫨
雪
詩
集
し
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。
「
幻
雲
稿
L

に
は

櫨
雪
溺
公
首
座
越
之
善
応
山
門

(
中
略
)

公
蚤
歳
学
洛
寺
、
中
年
隠
退
越
州
、
今
年
五
十

歳。

と
あ
り
、
善
応
寺
で
首
座
を
務
め
、
京
都
で
活
躍
し

た
後
、
中
年
に
は
越
前
に
帰
っ
た
と
あ
る
。
終
震
は

不
明
で
あ
る
。
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⑩
長
松
乗
彰

長
松
に
つ
い
て
は
七
章
の
「
善
応
寺
と
祇
園
社
領

杉
前
三
ケ
村
」
で
述
べ
る
。

『
心
の
ふ
る
里
』
郷
土
誌
東
安
居
郷
土
誌
編

集
委
員
会
編
第
一
章
ふ
る
里
の
歴
史

中
世
安
居
の
弘
祥
寺
の
項

ち
な
み
に
『
福
井
県
の
伝
説
L

の
片
上
村
の
項
に

は
、
「
妙
観
山
正
覚
寺
(
四
方
谷
)
。
往
古
は
禅
宗
で

妙
観
寺
と
号
し
、
開
基
は
了
観
で
あ
る
。
了
観
の
初

め
の
名
は
成
純
で
、
新
田
氏
の
一
族
里
見
時
成
の
長

子
で
あ
る
。
」
(
後
略
)
と
あ
り
、
話
が
噛
み
合
わ
な

*
日 * 15 * 17 
『
越
前
人
物
士
山
』
福
田
源
三
郎
編

門
の
部
建
仁
寺
別
源
の
項

『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
二
十
六

貞
治
三
年
十
月
十
日
の
条

『
福
井
県
南
条
郡
誌
』
臨
川
書
底

下

編

処

誌

河

野

村

仏

閣

の

項

『
中
世
禅
者
の
軌
跡
』
蔭
木
英
雄
著

三
項
修
業
時
代
の
項

『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
L

玉
村
竹
二
著

講
談
社
発
行

中
巻

* 18 * 19 * 20 

稗

『
戦
国
大
名
越
前
朝
倉
氏
の
誕
生
』
福
井
県
立

朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
編
集
図
版
ロ

『
扶
桑
五
山
記
』
玉
村
竹
二
校
訂

臨
川
書
庖
発
行

*
お
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
一

O
巻

所

収

*
M
『
蔭
涼
軒
目
録
索
引
』
蔭
木
英
雄
編

で
は
「
竺
源
知
奇
(
善
応
老
人
)
」
と
あ
る
が
筆
者
は

こ
の
論
拠
を
知
ら
な
い
。

目
録
で
の
佐
一
源
と
善
応
老
人
と
の
出
現
(
在
京
を

意
味
す
る
)
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
同
一
人
と
の

証
左
と
も
な
ろ
、
7
0

ま
た
善
応
老
人
と
は
越
前
善
応
寺
の
出
身
で
あ
る

こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
佐
一
源
は
一
時
、

伊
予
に
滞
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
念
の
た

め
伊
予
の
十
利
善
応
寺
と
の
関
わ
り
も
お
さ
え
て
お

き
た
い
。
伊
予
善
応
寺
は
臨
済
宗
東
福
寺
派
で
あ
り
、

宏
智
派
の
竺
源
と
は
距
離
が
あ
り
、
こ
の
寺
の
出
身

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
言
え
る
。

*
お
『
続
群
書
類
従
』
第
十
三
輯
上
文
筆
部

*
お
『
福
井
市
史
』
資
料
編
2

六
一
五
寸
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」

明
応
七
年
九
月
十
一
日
の
条

『
続
群
書
類
従
』
第
十
三
輯
上

* 21 * 22 * 27 

文
筆
部

* 28 
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
玉
村
竹
二
著

講
談
社
発
行

『
月
舟
和
尚
語
録
』
東
大
資
料
編
纂
所
本
の
複

写
建
仁
寺
蔵
本
写
し

『
大
日
本
史
料
』
第
九
編
之
八

永
正
十
五
年
九
月
九
日
の
条

『
朝
倉
の
遺
宝
』
福
井
県
立
朝
倉
氏
遺
跡
資
料

館
編
集
「
禅
宗
と
絵
師
」
の
項

『
鹿
苑
目
録
』
第
一
巻

『
櫨
雪
和
尚
建
仁
寺
入
寺
法
語
』

東
大
資
料
編
纂
所
本
の
複
写

建
仁
寺
両
足
院
蔵
本
写
し

* 29 * 30 * 31 * * 33 32 
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